
スポーツルール変更対照表 
 
 

 
2024 ルール変更概要 

バスケットボール 3x3 

 

変更元 変更後 

古い書式 フッターの改訂日を2024年9月にすること 

 変更／追加：                     

3.3.5 ヘッドカバー： ヘッドカバーは許可されている

が、FIBAの規則に従う必要がある。 
 

3.3.6 医療用ヘッドカバーと同じ安全基準を満たすもので

なければならない。ヘッドカバーは、装飾のない単色の無

地でなければならない。 
 

3.3.7 ユニフォーム規定を守らない者は、試合への出場を

認めない。 

3.5.2 規定プレー終了1分前まで、ランニングク

ロックが適用される。この間、すべてのデッドボ

ールの状況（ファウル、反則、ファウル付きフィ

ールドゴール、タイムアウトなど）において時計

は止まる。ストップクロックが適用される。例：

ファウル、反則、ファウル付きフィールドゴー

ル、タイムアウト） 

変更： 

3.5.2 オールデッドボールの場合は（例、ファウル、反

則、ファウル付きフィールドゴール、タイムアウト）時計

を止め、ストップクロックが適用される。 

3.5.6 ボールの所有権を巡るコイントスで試合開

始となる。コイントスで勝ったチームがボールの

所有権を取るか、または延長戦に入った場合のた

めにここでは所有権を取らないかを決めることが

できる。ジャンプボールは行わない。ジャンプボ

ール（ヘルドボール）時のボールの所有権は、コ

イントスで勝ったチームから始まり、その後は交

互に移る。 

変更： 

3.5.6 ボールの所有権を巡るコイントスで試合開始とな

る。コイントスで勝ったチームがボールの所有権を取る

か、または延長戦に入った場合のためにここでは所有権を

取らないかを決めることができる。ジャンプボールは行わ

ない。 

 削除： 

3.6.2 シュートの動作中にファウルを受けてシュートが成

功した場合、その得点は認められ、ファウルを受けたチー

ムはボールの保持権を維持する。 



3.6.6 ボールを奪ったディフェンス側が、ボー

ルをアークの外側に運ばずにシュートした場合は

ヴァイオレーションとなる。ボールを奪ったディ

フェンス側が、アークの外側にそのボールを運ば

ずにシュートした場合は、デッドボールとしてボ

ールの所有権はオフェンス側に戻り、アーク外側

のコートのトップでのチェックボールでプレーを

開始する。 

変更： 

3.6.6 ボールを奪ったディフェンス側が、ボールをア

ークの外側に運ばずにシュートした場 

合はヴァイオレーションとなる。ボールを奪ったディフ

ェンス側が、アークの外側にそのボールを運ばずにシュ

ートした場合は、デッドボールとしてボールの所有権は

オフェンス側に戻り、アーク外側のコート「X」の位置

からチェックボールでプレーを開始する。 

＊チェックボール再開の図を追加。 

 追加： 

3.6.10 コート上のプレイヤーへのコーチングは禁止す

る。ベンチにいるすべてのプレイヤー、タイムアウト中、

交代要員、ベンチに座っているプレイヤーに対するコーチ

ングは認められる。 

 追加： 

3.9.2 すべての種目において、アスリートとユニファイド

パートナーは、同程度の年齢と同程度の競技能力でなくて

はならない。同程度の年齢と能力に関する詳細について

は、スポーツルール第1章総則14.1.2を参照のこと。 

4.2.3 ジュニアディビジョンの競技では床上2.4

4m (8ft) に設置してもよい。 

変更： 

4.2.3 ジュニアディビジョンの競技では床上2.60m (8.5f

t) に設置してもよい。 
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